
序
：
「
頭
の
上
だ
け
は
、
い
つ
で
も
ポ
ッ
カ
リ
青
空

が
の
ぞ
い
て
い
た
」

　

戦
後
の
日
本
建
築
界
を
代
表
す
る
一
人
で
あ
る
津つ

端ば
た

修
し
ゅ
う

一い
ち

は
著
作
『
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
夫
妻
物
語
』

（
妻
の
津
端
英ひ

で

子こ

と
共
著
）
中
で
、
発
足
時
の
日
本
住

宅
公
団
と
初
代
総
裁
加
納
久
朗
に
つ
い
て
回
顧
し
て

い
る
。
津
端
は
東
京
大
学
第
一
工
学
部
建
築
学
科
卒

で
、
住
宅
公
団
発
足
時
の
住
宅
設
計
の
責
任
者
で
あ
っ

た
。（
以
下
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
、
一
部
修
正
）

「
私
は
当
時
、
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
イ
モ
ン
ド
の
ア
ト
リ

エ
で
建
築
家
修
業
を
し
て
い
た
。
彼
は
１
９
２
０
年

に
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
旧
帝
国
ホ
テ
ル

の
設
計
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
来
日
、
翌
年
日
本
に
事
務

所
を
開
設
し
た
。（
中
略
）。
私
は
幸
運
に
も
、
彼
の

仕
事
が
最
高
に
油
の
乗
り
切
っ
た
１
９
５
１
年
か
ら
、

レ
イ
モ
ン
ド
・
ス
ク
ー
ル
で
働
い
て
い
た
。
た
っ
た

３
年
間
だ
っ
た
が
、
彼
を
慕
っ
て
集
ま
っ
た
多
く
の

俊
才
た
ち
と
一
緒
に
、彼
の
口
癖
だ
っ
た
〈
シ
ン
プ
ル
・

イ
ズ
・
ベ
ス
ト
〉
の
哲
学
を
心
と
身
体
に
深
く
刻
み

込
ま
れ
た
。
私
が
住
ま
い
へ
の
こ
だ
わ
り
を
持
つ
こ

と
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
時
代
だ
」

「
私
は
、こ
の
レ
イ
モ
ン
ド
と
出
会
っ
て
手
に
し
た
〈
住

ま
い
へ
の
こ
だ
わ
り
〉
を
、
戦
後
の
住
宅
難
の
な
か

で
、
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
市
民
た
ち
共
有
の
財
産

に
し
た
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
レ
イ
モ
ン
ド
の
ア
ト

リ
エ
を
出
て
日
本
住
宅
公
団
の
創
設
に
参
加
す
る
し

か
な
い
。
思
い
立
つ
と
、
も
う
止
ま
ら
な
い
。
公
団

は
特
殊
法
人
、
役
人
主
導
の
体
質
に
問
題
は
あ
っ
た

若
い
組
織
の
隅
々
ま
で
徹
底
さ
せ
る
不
思
議
な
能
力

を
持
っ
て
い
た
か
ら
、
誰
に
も
総
裁
と
二
人
で
公
団

を
背
負
っ
て
い
る
と
、
独
特
の
使
命
感
を
錯
覚
さ
せ

た
。
だ
か
ら
、若
い
組
織
は
、生
命
力
に
溢
れ
て
い
た
。

私
は
公
団
の
創
設
に
参
加
し
た
」

　
「
彼
の
頭
の
上
だ
け
は
、
い
つ
で
も
ポ
ッ
カ
リ
青
空

が
の
ぞ
い
て
い
た
」。
何
と
「
自
由
人
」
加
納
の
柔
軟

な
構
想
力
や
天
性
の
資
質
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
る

こ
と
だ
ろ
う
。
感
受
性
豊
か
な
建
築
家
な
ら
で
は
の
、

み
ご
と
な
人
物
評
で
あ
る
。

〈
公
団
誕
生
ま
で
、
住
宅
不
足
２
８
０
万
戸
〉

　

戦
時
中
の
米
軍
機
に
よ
る
空
襲
や
強
制
疎
開
、
そ

れ
に
続
く
海
外
か
ら
の
引
き
揚
げ
な
ど
に
よ
っ
て
、

戦
後
日
本
の
住
宅
事
情
は
最
悪
の
状
況
に
陥
っ
た
。

政
府
は
、
応
急
簡
易
住
宅
建
設
、
非
戦
災
建
物
の
強

制
開
放
、
都
市
へ
の
人
口
流
入
制
限
、
地
代
家
賃
統

制
令
の
発
令
な
ど
の
緊
急
措
置
に
追
わ
れ
た
。
25
年

に
は
住
宅
金
融
公
庫
（
国
民
の
住
宅
建
設
資
金
の
融

通
を
目
的
と
す
る
）
の
創
立
に
、
翌
年
か
ら
は
公
営

住
宅
法
の
制
定
に
踏
み
切
っ
た
。
だ
が
ド
ッ
ジ
・
ラ

イ
ン
に
よ
る
緊
縮
財
政
下
で
は
、
公
営
住
宅
、
公
庫

融
資
住
宅
を
合
わ
せ
て
、
年
間
10
万
戸
に
も
満
た
な

い
ペ
ー
ス
の
供
給
が
や
っ
と
の
状
況
だ
っ
た
。
29
年

に
な
っ
て
も
全
国
で
約
２
８
０
万
戸
の
住
宅
が
不
足

さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
た
。

　

30
年
２
月
、
吉
田
内
閣
崩
壊
の
後
の
総
選
挙
で
は
、

各
党
と
も
住
宅
問
題
を
大
き
く
取
り
上
げ
た
。
選
挙

後
成
立
し
た
鳩
山
内
閣
は
、
10
年
間
で
不
足
住
宅
を

解
消
す
る
年
42
万
戸
建
設
の
計
画
を
発
表
し
、
そ
の

う
ち
16
万
戸
を
政
府
の
施
策
で
建
設
す
る
と
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
日
本
住
宅
公
団
が
７
月
に
創
設
さ

れ
た
。
公
団
を
創
設
す
る
理
由
に
は
、
公
営
住
宅
の

供
給
が
地
方
自
治
体
の
事
業
と
し
て
そ
の
行
政
区
域

内
に
限
定
さ
れ
、
し
か
も
国
庫
補
助
が
必
要
で
、
大

量
建
設
を
進
め
る
に
は
財
政
上
制
約
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
公
営
は
低
所
得
者
向
け
で
「
中
堅
勤
労
者
」
の

需
要
に
は
対
応
で
き
な
い
。
一
方
、
住
宅
金
融
公
庫

の
融
資
は
、
個
人
が
対
象
で
広
範
な
住
宅
難
に
は
対

応
で
き
な
い
し
、
そ
の
用
地
取
得
難
の
た
め
に
地
価

高
騰
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
、
既
存

の
対
策
で
は
こ
れ
に
対
応
し
き
れ
な
い
と
し
、
民
間

資
金
を
導
入
し
広
域
的
な
住
宅
需
要
に
対
応
す
る
「
住

宅
公
団
」
が
構
想
さ
れ
た
。

　

資
金
と
し
て
は
、
国
及
び
地
方
自
治
体
の
公
的
資

金
の
他
、
生
保
・
信
託
銀
行
か
ら
の
借
入
れ
、
政
府

保
証
の
住
宅
債
券
発
行
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
、
行

政
区
域
に
と
ら
わ
れ
ず
住
宅
不
足
圏
域
に
大
規
模
な

宅
地
開
発
を
行
い
、
不
燃
集
合
住
宅
を
建
設
す
る
特

殊
法
人
「
日
本
住
宅
公
団
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ

の
発
足
に
際
し
て
、
交
通
機
関
の
開
発
ま
で
も
併
せ

て
行
い
、
大
都
市
圏
の
発
展
の
先
導
的
役
割
を
果
た

せ
る
よ
う
そ
の
業
務
範
囲
を
大
き
く
設
定
す
る
構
想

も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
政
府
は

こ
れ
に
よ
っ
て
、
公
営
・
公
団
・
公
庫
の
３
本
立
て

の
「
階
層
別
」
住
宅
対
策
の
体
制
が
う
ち
建
て
ら
れ

た
と
し
た
。

〈
加
納
総
裁
・
誕
生
〉　

　
『
百
万
戸
へ
の
道
』（
非
売
品
）
の
「
鳩
山
内
閣
の

金
看
板
、
選
挙
の
目
玉
商
品
」
で
も
住
宅
公
団
誕
生

の
秘
話
を
伝
え
る
。
昭
和
30
年
２
月
の
総
選
挙
の
と

き
ほ
ど
住
宅
問
題
が
最
大
焦
点
に
な
っ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。
民
主
党
（
当
時
、
以
下
同
じ
）、
自
由
党
、

左
派
社
会
党
、
右
派
社
会
党
の
い
ず
れ
も
住
宅
難
の

解
決
を
公
約
の
ト
ッ
プ
に
掲
げ
て
い
た
。
な
か
で
も

一
番
熱
心
だ
っ
た
の
が
、
前
年
の
12
月
に
吉
田
茂
か

ら
政
権
を
引
き
継
い
だ
ば
か
り
の
鳩
山
一
郎
率
い
る

民
主
党
だ
っ
た
。「
10
年
間
で
住
宅
問
題
を
解
決
し
て

み
せ
る
」
と
い
う
の
が
最
大
の
公
約
と
な
っ
て
い
た
。

　

総
選
挙
の
結
果
は
、
鳩
山
民
主
党
の
勝
利
と
な
っ

た
の
だ
。
総
選
挙
の
政
治
ド
ラ
マ
の
中
か
ら
、
日
本

住
宅
公
団
が
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。
発
端
は
、
第
一

次
鳩
山
内
閣
が
ス
タ
ー
ト
す
る
日
に
さ
か
の
ぼ
る
。

鳩
山
に
呼
ば
れ
た
竹
山
祐
太
郎
（
鳩
山
内
閣
で
建
設

大
臣
に
就
任
、
後
に
静
岡
県
知
事
）
は
「
来
年
早
々
、

吉
田
自
由
党
と
一
戦
を
交
え
る
。
つ
い
て
は
鳩
山
内

閣
に
ふ
さ
わ
し
い
旗
印
を
つ
く
っ
て
く
れ
。
ど
ん
な

内
容
で
も
い
い
。
い
く
ら
金
が
か
か
っ
て
も
い
い
か

ら
」
と
い
う
大
き
な
宿
題
を
与
え
ら
れ
た
。

　

鳩
山
は
、
戦
後
長
ら
く
政
権
の
座
に
あ
っ
た
宿
敵

の
「
ワ
ン
マ
ン
」
吉
田
を
、
国
会
内
の
政
争
に
よ
っ

て
倒
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
政
権
の
長
期
安
定
化
を

は
か
っ
て
行
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
解
散
―
総

選
挙
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
、
国
民
の
正
式
な
信
任

を
得
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
っ
た
。
竹
山
ら
の
受
け
た

宿
題
は
、
そ
の
た
め
の
勝
利
の
秘
策
を
つ
く
れ
、
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

竹
山
は
、
日
銀
総
裁
か
ら
大
蔵
大
臣
と
な
っ
た

一い
ち

万ま
ん

田だ

尚ひ
さ

登と

に
相
談
す
る
と
、「
旗
印
な
ら
、
何
と
い
っ

て
も
住
宅
だ
な
」
と
い
う
答
え
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

竹
山
も
同
感
だ
っ
た
。
腹
を
決
め
た
竹
山
は
、
さ
っ

そ
く
建
設
官
僚
に
抜
本
的
な
住
宅
政
策
を
策
定
す
る

よ
う
指
示
し
た
。

　

加
納
久
朗
が
な
ぜ
初
代
総
裁
に
任
命
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
日
本
住
宅
公
団
法
が
成
立
し
て
間

も
な
く
の
こ
と
だ
っ
た
。
建
設
大
臣
竹
山
が
大
臣
室
で

一
息
入
れ
て
い
る
と
、
鳩
山
首
相
の
懐
刀
だ
っ
た
党

総
務
会
長
三
木
武
吉
が
や
っ
て
来
た
。「
そ
う
言
え
ば
、

初
代
総
裁
を
誰
に
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
。
重
要
な
ポ

ス
ト
だ
と
思
う
が
」
と
三
木
が
聞
い
た
。
竹
山
は
「
い

や
、
だ
れ
に
す
る
か
、
ま
だ
何
も
考
え
て
い
な
い
」
と

答
え
た
。
案
に
相
違
し
て
、
こ
の
時
点
ま
で
自
薦
も

他
薦
も
一
つ
と
し
て
な
か
っ
た
。
三
木
は「
そ
れ
で
は
、

加
納
久
朗
で
は
ど
う
だ
」
と
言
い
出
し
た
。

　

竹
山
も
加
納
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
人
格
・
識
見

と
い
い
、
役
所
の
事
情
に
も
通
じ
て
い
る
点
と
い
い

申
し
分
な
い
。
竹
山
が
特
に
面
白
い
と
思
っ
た
の
は
、

多
彩
な
交
遊
ぶ
り
だ
。
名
家
の
人
間
だ
け
に
交
際
範

囲
は
広
く
、
ロ
ン
ド
ン
時
代
に
は
、
駐
英
大
使
を
し

て
い
た
吉
田
元
首
相
と
親
交
が
あ
っ
た
は
ず
だ
し
、

確
か
姻
戚
関
係
も
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、

政
敵
で
あ
る
鳩
山
家
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で

竹
山
は
、
こ
の
話
は
き
っ
と
鳩
山
首
相
か
ら
推
薦
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。だ
が
そ
う
で
は
な
か
っ

た
。
三
木
武
吉
が
、こ
の
大
人
物
を
起
用
す
れ
ば
き
っ

と
鳩
山
も
喜
ぶ
だ
ろ
う
と
一
人
勝
手
に
読
ん
で
の
こ

と
ら
し
か
っ
た
。
加
納
は
た
め
ら
う
こ
と
な
く
就
任

を
了
承
し
た
。

〈
国
際
人
加
納
久
朗
の
略
歴
〉

　

久
朗
（
明
治
19
年
（
１
８
８
６
）
―
昭
和
38
年

（
１
９
６
３
））
の
略
歴
を
記
す
。
彼
は
子
爵
加
納
久ひ

さ

宜よ
し

の
次
男
で
、
長
男
が
夭よ

う

折せ
つ

し
た
た
め
実
質
的
に
は

嫡ち
ゃ
く

男な
ん

で
あ
っ
た
。
加
納
家
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
、

将
軍
側
近
を
務
め
た
直
参
旗
本
で
あ
り
、
上か

ず

総さ

一
宮

藩
（
１
万
３
０
０
０
石
）
の
藩
主
で
も
あ
っ
た
。
久

宜
は
最
後
の
一
宮
藩
主
で
、
鹿
児
島
県
知
事
な
ど
を

歴
任
し
晩
年
は
請
わ
れ
て
一
宮
町
長
を
務
め
た
。
久

朗
は
学
習
院
高
等
科
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
法
科
大

学
政
治
学
科
を
卒
業
し
、
横
浜
正
金
銀
行
（
東
京
銀

行
を
経
て
現
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
に
入
社
し
た
。

久
朗
は
学
生
時
代
に
キ
リ
ス
ト
教
指
導
者
内
村
鑑
三

の
教
え
に
導
か
れ
て
無
教
会
主
義
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と

な
り
、
生
涯
信
仰
の
道
を
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

同
行
は
国
際
為
替
銀
行
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
肩
を
並
べ
る
国
策
銀
行
で
あ
り
、

国
内
的
に
は
日
本
銀
行
に
次
ぐ
地
位
を
与
え
ら
れ
て

い
た
。
加
納
の
勤
務
地
は
語
学
力
が
評
価
さ
れ
て
海

外
支
店
が
大
半
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
カ
ル

カ
ッ
タ
な
ど
の
支
店
に
勤
務
し
た
後
、
大
正
10
年

（
１
９
２
１
）
12
月
に
ロ
ン
ド
ン
支
店
支
店
長
代
理
を

務
め
、
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）
７
月
１
日
、
ロ
ン

＜加納久朗・連載余話＞

 

日
本
住
宅
公
団
初
代
総
裁
加か

納の
う

久ひ
さ

朗あ
き
らの

１
５
０
０
日

 
 
 

～
そ
の
精
神
と
実
績
～
そ
の
①

作
家
　
高
崎
哲
郎

が
、
前
例
の
な
い
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
住
宅

シ
ス
テ
ム
の
想
像
を
担
当
し
て
、
組
織
は
柄
に
も
な

く
戸
惑
い
と
恥
じ
ら
い
を
見
せ
た
。
そ
し
て
、
手
に

余
る
と
感
じ
た
の
だ
ろ
う
、
民
間
に
有
能
な
人
材
を

広
く
募
集
し
た
」

「
天
下
り
総
裁
で
済
む
時
代
で
は
な
か
っ
た
。
初
代
総

裁
は
、
民
間
人
・
加
納
久
朗
。
彼
は
、
長
く
横
浜
正

金
銀
行
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
も
務
め
た
国
際
人
で
、
お

し
ゃ
れ
で
ス
マ
ー
ト
だ
っ
た
。
吉
田
元
首
相
に
似
て

い
て
、
も
っ
と
洒
脱
で
、『
彼
の
頭
の
上
だ
け
は
、
い

つ
で
も
ポ
ッ
カ
リ
青
空
が
の
ぞ
い
て
い
た
』
と
追
想

さ
れ
る
愛
す
べ
き
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
。
彼
は
公
団
総

裁
に
就
任
す
る
と
、
公
団
文
書
を
カ
タ
カ
ナ
・
横
書

き
と
決
め
て
、
た
ち
ま
ち
、
建
設
省
（
当
時
、
以
下

同
じ
）
の
文
書
管
理
を
困
惑
さ
せ
た
。
公
団
総
裁
を

辞
し
た
後
の
千
葉
県
知
事
時
代
に
も
、
週
休
二
日
制

を
早
々
と
実
施
し
て
自
治
省
を
あ
わ
て
さ
せ
た
。
と

も
か
く
も
、
時
代
を
先
取
り
で
き
る
自
由
人
だ
っ

た
。
彼
は
、
公
団
に
働
く
者
の
生
き
甲
斐
を
、
そ
の

公団総裁時代の加納久朗
午前 8時 45分、スピーカーから流れる社歌
のメロディーに合わせ、皆で歌う



わ
れ
が
ど
う
い
う
方
針
で
仕
事
を
進
め
て
お
る
か
と

い
う
こ
と
は
、
掲
示
板
を
設
け
て
全
員
に
知
ら
せ
る

様
に
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
職
員
諸
君
の
や
っ
て

い
る
仕
事
は
公
団
の
仕
事
の
全
体
の
ど
の
部
分
に
属

す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
自
覚
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
私
は
職
員
諸
君
の
意

見
を
聞
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
鉛
筆
書
き
で
も
な

ん
で
も
い
い
か
ら
、
建
設
的
な
意
見
を
ど
ん
ど
ん
書

い
て
出
し
て
い
た
だ
い
て
、
よ
い
こ
と
は
即
日
実
行

し
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

戦
後
、
銀
行
を
離
れ
た
久
朗
は
、
求
め
ら
れ
る
ま
ま

に
多
く
民
間
企
業
な
ど
の
役
職
に
就
い
た
。
経
営
難

の
再
建
を
託
さ
れ
た
会
社
も
あ
っ
た
。
列
記
す
る
と
、

昭
和
22
年
４
月
、
不
二
越
鋼
材
工
業
㈱
取
締
役
（
30

年
７
月
辞
任
）、
同
年
10
月
、
太
平
洋
文
化
協
会
会
長

（
27
年
10
月
辞
任
）、
24
年
10
月
、
三
興
製
紙
㈱
監
査

役
（
30
年
７
月
辞
任
）、
25
年
12
月
、
函
館
ド
ッ
ク
㈱

取
締
役
会
長
（
30
年
７
月
辞
任
）、
26
年
１
月
、
日
産

汽
船
㈱
監
査
役
（
30
年
７
月
辞
任
）、
26
年
４
月
、
日

本
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
㈱
取
締
役

社
長
（
昭
和
30
年
７
月
辞
任
）、
26
年
10
月
、
真
珠
貝

採
取
㈱
取
締
役
（
30
年
７
月
辞
任
）、
26
年
11
月
、
国

際
電
気
㈱
取
締
役
（
30
年
７
月
辞
任
）、
28
年
日
本
商

工
会
議
所
国
際
委
員
長
（
30
年
７
月
辞
任
）、
同
年
10

月
、
日
本
軽
金
属
㈱
取
締
役
（
30
年
７
月
辞
任
）、
30

年
７
月
、
日
本
住
宅
公
団
総
裁
（
34
年
７
月
任
期
満

了
）。
久
朗
の
国
際
的
金
融
マ
ン
と
し
て
の
経
歴
や
高

潔
な
人
格
が
高
く
評
価
さ
れ
て
の
役
職
就
任
の
要
請

で
あ
っ
た
。
彼
は
住
宅
公
団
初
代
総
裁
に
就
任
す
る

に
当
た
っ
て
民
間
企
業
の
役
職
を
す
べ
て
返
上
し
た
。

　

後
年
、
総
裁
を
退
任
し
、
千
葉
県
知
事
に
推
薦
さ

れ
た
時
、
反
対
す
る
側
近
に
答
え
て
い
る
。「
住
宅
公

団
総
裁
に
と
要
請
さ
れ
た
時
も
、
た
く
さ
ん
の
友
人

か
ら
『
馬
鹿
ら
し
い
か
ら
や
め
な
さ
い
』
と
忠
告
さ

れ
た
。
し
か
し
、
お
国
の
た
め
に
わ
が
身
が
お
役
に

た
て
る
な
ら
と
、お
引
き
受
け
し
た
。
今
度
も
同
じ
だ
。

ふ
る
さ
と
千
葉
県
の
た
め
に
、
私
が
お
役
に
立
て
る

の
な
ら
、
大
変
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
や
ら
な
け
れ

ド
ン
支
店
長
に
抜
擢
さ
れ
た
。
同
時
に
ス
イ
ス
の
国
際

決
済
銀
行
理
事
会
副
会
長
に
就
任
し
た
。
国
際
決
済
銀

行
Ｂ
Ｉ
Ｓ
（Bank for International Settlem

ents

）

は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
の
賠
償
金
支
払

い
問
題
に
当
た
っ
て
、
１
９
３
０
年
に
資
本
金
５
億

ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
で
設
立
さ
れ
た
特
殊
銀
行
で
、
ス

イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
に
所
在
す
る
。
日
本
は
当
初
市
中

銀
行
が
Ｂ
Ｉ
Ｓ
に
出
資
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

に
至
る
ま
で
理
事
を
派
遣
し
て
い
た
。
横
浜
正
金
銀

行
の
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
が
理
事
と
し
て
派
遣
さ
れ
る

の
が
慣
例
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
時
代
、
駐

英
大
使
吉
田
茂
（
後
に
総
理
大
臣
）
と
親
交
を
結
び
、

日
米
開
戦
の
回
避
に
向
け
て
日
英
政
府
要
人
に
極
秘

裏
に
働
き
か
け
を
し
た
。
合
わ
せ
て
10
年
を
超
え
る

ロ
ン
ド
ン
で
の
生
活
で
、
彼
は
「
田
園
都
市
」
構
想

を
知
る
。
ロ
ン
ド
ン
高
級
住
宅
街
（Princess Gate 

Court,　

London

）
の
ケ
ン
シ
ン
ト
ン
公
園
南
に
あ
る

加
納
家
私
邸
跡
（
80
年
前
当
時
の
ま
ま
の
マ
ン
シ
ョ

ン
、
８
階
建
て
レ
ン
ガ
造
り
）
を
訪
ね
る
と
、
彼
が
公

団
住
宅
に
導
入
し
た
水
洗
ト
イ
レ
、
室
内
バ
ス
、
ス

テ
ン
レ
ス
流
し
が
備
え
つ
け
て
あ
る
。
こ
こ
に
公
団

の
新
技
術
導
入
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

　

日
英
米
開
戦
の
後
、
17
年
６
月
18
日
ロ
ン
ド
ン
支

店
一
時
閉
鎖
の
た
め
リ
バ
ー
プ
ー
ル
か
ら
交
換
船
に

乗
船
し
帰
国
し
た
。
中
国
に
派
遣
さ
れ
同
行
北
支
最

高
責
任
者
と
し
て
経
済
情
勢
の
分
析
を
行
い
、
同
時

に
知
友
・
内
大
臣
木
戸
幸
一
に
蒋
介
石
の
真
意
や
国

民
党
と
共
産
党
の
意
図
な
ど
現
地
情
勢
（「
重
慶
情

報
」）
を
報
告
し
た
。
終
戦
は
北
京
で
迎
え
た
。
20
年

６
月
９
日
、
横
浜
正
金
銀
行
の
７
人
の
常
勤
取
締
役

の
一
人
と
な
る
（
北
京
、
新
京
担
当
）。
海
外
生
活
は

30
年
に
及
び
、
英
仏
独
語
の
読
み
書
き
会
話
に
不
自

由
し
な
か
っ
た
。

　

終
戦
後
中
国
か
ら
引
き
揚
げ
た
後
は
終
戦
連
絡
中

央
事
務
局
、
食
糧
対
策
審
議
会
、
賠
償
協
議
会
な
ど

に
関
わ
っ
た
。
一
時
公
職
追
放
と
な
っ
た
。
ド
ッ
ジ
・

ラ
イ
ン
実
施
に
際
し
、
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
派
遣
さ

れ
た
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ド
ッ
ジ
に
意
見
表
明
と
助
言
を
行
っ

ば
な
り
ま
せ
ん
」

　

住
宅
公
団
は
外
務
省
の
裏
手
に
あ
っ
た
旧
恩
給
局

の
二
階
建
て
木
造
家
屋
を
借
り
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

開
所
式
の
際
、
加
納
が
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
し
た

の
は
日
の
丸
の
旗
だ
っ
た
。
あ
る
幹
部
は
追
想
す
る
。

「
こ
の
英
国
紳
士
が
!?
と
一
瞬
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

加
納
さ
ん
と
し
て
は
、
皆
に
、
国
家
的
な
大
事
業
を

す
る
ん
だ
ぞ
、
と
気
持
を
引
き
締
め
て
も
ら
い
た
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
ね
。
当
時
、
役
所
で
も
め
っ
た
に
日

の
丸
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
何
だ

か
感
動
し
ま
し
た
」

　

久
朗
に
は
知
性
や
教
養
の
み
で
な
く
人
格
か
ら
発

す
る
「
オ
ー
ラ
」
が
あ
っ
た
、
と
か
つ
て
の
部
下
は

語
る
。「
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
な
さ
い
」。
初
代
総

裁
加
納
の
口
ぐ
せ
だ
っ
た
。

〈
公
団
の
使
命
〉

　

公
団
の
事
業
開
始
に
あ
た
り
総
裁
加
納
は
「
日
本

住
宅
公
団
の
使
命
」（
原
文
『
職
員
執
務
ノ
手
引
』（
昭

和
30
年
11
月
）、
横
書
き
・
カ
タ
カ
ナ
）
を
職
員
向
け

に
発
表
し
た
。

１
、
現
在
日
本
の
住
宅
事
情

（
１
）�

住
宅
は
国
民
生
活
の
本
拠
で
あ
り
、
健
康
で

文
化
的
な
国
民
生
活
を
営
む
た
め
に
は
、
住
宅

に
困
窮
す
る
国
民
の
す
べ
て
が
住
み
よ
い
住
宅

を
供
給
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
敗
戦
後

既
に
10
年
を
経
、
そ
の
間
日
本
経
済
の
復
興

と
国
民
の
努
力
に
よ
り
、
次
頁
表
の
通
り
約

３
８
７
万
戸
の
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
住
宅
事
情

も
幾
分
か
よ
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ

る
。
し
か
し
衣
食
の
問
題
が
お
お
む
ね
戦
前
に

復
し
て
い
る
現
状
に
比
べ
る
と
、
住
宅
の
問
題

は
依
然
と
し
て
困
難
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
。

（
２
）�

昭
和
27
年
７
月
現
在
に
お
い
て
、
住
宅
の
不
足

数
は
３
１
５
万
６
９
０
０
戸
と
推
計
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
住
宅
不
足
に
対
応
し
、
昭
和
27
年
度

か
ら
第
１
期
公
営
住
宅
３
か
年
計
画
が
推
進
さ

れ
、
昭
和
29
年
３
月
ま
で
に
約
85
万
戸
の
住
宅

た
。
そ
の
後
函
館
ド
ッ
ク
な
ど
の
代
表
取
締
役
に
就

き
、
同
時
に
民
間
経
済
人
の
立
場
で
東
京
湾
埋
立
構

想
や
群
馬
県
の
巨
大
な
沼
田
ダ
ム
の
建
設
計
画
な
ど

を
提
言
し
関
連
図
書
を
刊
行
す
る
。
首
都
圏
の
水
資

源
開
発
計
画
に
は
こ
と
の
ほ
か
情
熱
を
注
い
だ
。
彼

は
読
書
家
で
あ
り
、
絵
画
や
ク
ラ
ッ
シ
ク
音
楽
を
愛

し
、
乗
馬
を
好
み
、
海
外
旅
行
に
よ
く
出
か
け
、
無

類
の
愛
犬
家
で
あ
っ
た
。

〈
す
べ
て
の
職
を
な
げ
う
っ
て
〉

　

昭
和
30
年
７
月
25
日
、
住
宅
公
団
発
足
の
日
の
挨

拶
の
中
で
初
代
総
裁
加
納
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
こ
の
大
任
を
果
た
す
た
め
に
は
、
第
一
の
心
得
は
、

公
団
全
員
の
和
で
ご
ざ
い
ま
す
。
目
的
が
一
つ
で
あ

り
ま
す
か
ら
お
互
い
に
仲
良
く
し
て
遠
慮
な
く
も
の

を
話
し
合
い
知
識
を
交
換
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
感
情
問
題
と
い
う
よ
う
な
こ
と
な
く
、

事
実
と
数
字
の
上
に
立
っ
て
ど
し
ど
し
意
見
を
交
換

し
て
、
国
の
た
め
に
奉
ず
る
と
い
う
考
え
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
和
と
い
う
こ
と
が
第
一
で

あ
り
ま
す
。

　

第
二
は
、
時
間
を
正
確
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
出
勤
時
間
と
退
出
の
時
間
を

出
来
る
だ
け
正
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
時
間
を
フ

ル
に
働
く
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
た
い
。

　

第
三
は
、
仕
事
を
正
確
に
し
敏
速
に
す
る
。
今
日

な
し
得
る
こ
と
を
明
日
に
残
さ
な
い
と
い
う
ふ
う
に

し
て
、
一
日
、
一
日
進
歩
し
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

第
四
は
、
す
べ
て
に
清
潔
に
い
た
し
た
い
、
事
務
所

を
清
潔
に
い
た
し
た
い
。

　

第
五
は
、
用
談
は
す
べ
て
事
務
所
で
行
う
。
外
部

と
の
用
談
を
事
務
所
以
外
で
や
る
、
例
え
ば
喫
茶
店

で
や
る
と
い
う
よ
う
な
式
の
こ
と
は
し
な
い
。
す
べ

て
事
務
所
に
人
を
呼
ん
で
用
談
を
す
る
と
い
う
こ
と

に
し
た
い
。

　

第
六
は
、
私
は
理
事
、
監
事
の
方
々
と
一
緒
に
毎

日
仕
事
を
し
て
行
く
、
が
、
経
営
者
の
側
と
し
て
ど

う
い
う
こ
と
を
職
員
全
員
に
望
ん
で
お
る
か
、
わ
れ

が
建
設
さ
れ
た
が
、
こ
の
間
に
人
口
増
加
、
災

害
滅
失
等
に
よ
る
住
宅
需
要
増
が
あ
っ
た
の
で
、

昭
和
30
年
４
月
現
在
に
お
い
て
、
住
宅
の
不
足

数
は
非
住
宅
居
住
、
同
居
世
帯
、
過
密
居
住
、

老
朽
住
宅
を
合
わ
せ
な
お
２
８
４
万
２
０
０
０

戸
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）�

住
宅
事
情
を
過
密
居
住
の
面
か
ら
１
人
当
り
の

畳
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
市
部
に
つ
い
て
は
、

戦
前
の
昭
和
16
年
で
は
、
３
・
８
畳
で
あ
っ
た
が
、

昭
和
23
年
は
３
・
４
畳
、
昭
和
28
年
で
３
・
３
畳

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
面
か
ら
も
住
宅
事
情
は

好
転
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
昭

和
23
年
の
住
宅
統
計
調
査
に
よ
れ
ば
、
市
部
の

住
宅
中
約
３
割
は
修
理
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
、

こ
の
う
ち
危
険
又
は
修
理
不
能
の
住
宅
も
相
当

数
に
上
り
、
こ
の
面
に
お
い
て
も
住
宅
事
情
が

容
易
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
４
）�

建
設
さ
れ
た
住
宅
を
所
有
関
係
に
つ
い
て
み

る
と
、
市
部
に
つ
い
て
、
戦
前
の
昭
和
16
年
で

は
、
持
家
22
・
３
％
、
給
与
住
宅
１
・
８
％
、
借

家
75
・
９
％
、
借
家
の
方
が
遥
か
に
大
き
い
割

合
を
示
し
て
い
た
が
、
戦
後
の
昭
和
23
年
で
は
、

持
家
46
％
、
給
与
住
宅
８
％
、
借
家
46
％
で
、

持
家
、
借
家
は
ほ
ぼ
同
率
と
な
り
、
昭
和
28
年

の
住
宅
調
査
に
お
い
て
は
持
家
58
％
、
給
与
住

宅
７
％
、
借
家
35
％
で
、
持
家
よ
り
借
家
が
遥

か
に
少
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
戦
後
に
お
い
て
、
借
家
建
設
が
ふ
る
わ
な
い

こ
と
を
端
的
に
現
わ
し
て
い
る
。

１
、
政
府
の
住
宅
政
策

（
１
）�

住
宅
建
設
政
策
は
、
昭
和
30
年
２
月
に
行
わ

れ
た
総
選
挙
の
時
に
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
明

ら
か
な
よ
う
に
、
国
の
重
要
施
策
の
一
つ
で
あ

り
、
政
府
が
30
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て

も
国
民
に
対
す
る
社
会
福
祉
政
策
の
一
環
と
し

て
特
に
重
点
を
置
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
全

国
の
住
宅
不
足
は
昭
和
30
年
４
月
現
在
で
約

２
３
４
万
戸
、
年
間
の
新
規
需
要
は
約
25
万
戸

と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
住
宅
事
情
に
か

ん
が
み
、
政
府
は
現
在
の
住
宅
不
足
を
今
後
約

10
年
間
で
解
消
す
る
こ
と
を
目
途
と
し
て
、
初

年
度
の
昭
和
30
年
度
に
42
万
戸
の
住
宅
を
建
設

し
、
そ
の
後
は
国
民
経
済
及
び
財
政
の
回
復
、

伸
展
に
応
じ
て
漸
次
そ
の
数
を
増
加
し
て
住
宅

を
建
設
し
て
行
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の

42
万
戸
住
宅
建
設
計
画
の
内
訳
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
　

�

公
営
住
宅
５
万
戸
、
公
庫
住
宅
７
万
５
０
０
０

戸
（
う
ち
増
築
等
３
万
戸
）、
公
団
住
宅
２
万

戸
、
そ
の
他
の
住
宅
３
万
戸
、
民
間
自
力
建
設

23
万
戸
、
同
増
改
築
等
１
万
５
０
０
０
戸
、
合

計
42
万
戸
（
以
下
略
）。」　

　

経
済
人
ら
し
く
数
字
を
あ
げ
て
分
析
し
て
説
明
し

て
い
る
。
新
生
日
本
住
宅
公
団
は
、
総
裁
の
大
号
令

の
も
と
に
ゴ
ー
ル
め
が
け
て
驀ば

く

進し
ん

し
た
。
就
任
初
年

度
に
目
標
の
２
万
戸
建
設
を
達
成
す
る
。
団
地
の
建

設
目
標
は
予
定
よ
り
も
早
く
実
現
さ
れ
た
。

（
参
考
文
献
：
「
千
葉
県
一
宮
町
教
育
委
員
会
加
納
家
資
料
」、

『
百
万
戸
へ
の
道
』（
非
売
品
）、『
総
裁
日
誌
』（
加
納
久
朗
）、

『
百
の
証
言
』、『
日
本
住
宅
公
団
史
』
な
ど
）。

（
つ
づ
く
）。

昭和30年 12月 7日住宅公団の本所と東京支社が「ノートン
ホール」（元憲兵隊司令部庁舎　千代田区竹平町３）へ移転。
鉄筋コンクリート四階建てで皇居の堀に面していた

住
宅
公
団
設
立
当
初
は
外
務
省
の
裏
手

に
あ
っ
た
旧
恩
給
局
の
二
階
建
て
木
造

家
屋
だ
っ
た


